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「 今を大切に生きる 」 

                                      校長 安藤 秀一 

 １０日間という長い連休の間に元号も代わり、令和元年を

迎えました。連休前から世間では改元フィーバーで賑わって

いましたが、連休が明けても私たちの生活は平成の時代と変

わらずに日常が続いている実感が正直なところです。◆改元

のイベントよりも行田中の生徒たちが気にしていたのは、連

休明けに出発する各学年の校外行事でした。１年生の校外学

習（神川げんきプラザ）、２年生の林間学校（信州車山高

原）、３年生の修学旅行（奈良京都方面）に向けて、それぞれ

の学年では、４月から実行委員を中心に授業や部活動と並行

して準備を進め、多忙な日々を送っていました。多くの生徒が時間に追われ、旅行行事の栞づくりや話合いな

どの作業をこなすのに精一杯で、その日を振り返る余裕などなかった生徒が多かったのではないでしょうか。

◆私は３年生と一緒に修学旅行に参加しましたが、旅行中の建仁寺で座禅体験の際に、僧侶から人生を生きて

いく上でとても大切なお話を聴くことができました。それは、「明日が来るという確証はないのだから、一日

一日を大切に生きていく」というお話です。最近、ニュースでも交差点で信号待ちをしていて交通事故に巻き

込まれて亡くなるという悲惨な出来事が続いています。その日の朝まで普通に生活していたにもかかわらず、

夜には帰らぬ人になってしまうなんて想像しがたいですが、現実にはあり得ることです。どんなに忙しくて

も、就寝前にその日一日を無事に過ごせたことを感謝する大切さを改めて感じるお話でした。◆私たちは、過

去を振り返ることはできますが、未来の出来事を知ることはできません。しかし、今を大切に生きて毎日の無

事を感謝することを続けていれば、その積み重ねが明るい未来につながるはずです。毎日の生活で、自分の思

い通りにならないことに不平不満をつのらせるよりも、その日を無事に過ごせたことを素直に喜び、心穏やか

に過ごす方が、きっと良い明日が訪れるような気がしませんか？ 
 

【 一年間の学習の成果はいかに 】 ～ 埼玉県学力学習状況調査 ～ 

 ４月１１日に、昨年からの学力の伸びを計

る埼玉県学力学習状況調査が行われました。

この調査は、仲間との比較ではなく、一年前

の自分と比べてどれくらい学力が高まったか

を見るものです。７月頃に結果が出ますの

で、自分の学習への取り組み姿勢を振り返

り、課題の改善に努めましょう。 

【 ようこそ行田中へ 】 ～ 新入生歓迎会 ～ 

 ４月１２日に生徒会が中心となり、これから共に行田中の仲間となる１年生の新入生歓迎会を盛大に開催し

ました。午前中はクイズ大会で学年を越えて交流を深め、午後は各部活動の部員たちが格好いいパフォーマン

スで日頃の活動内容を紹介していました。１年生も各部の紹介を興味深そうに見学していました。 

 

【 お世話になりました 】 ～ 離任式 ～ 

 ４月１９日に３月まで行田中でお

世話になった柏瀬裕之校長をはじめ

８名の先生方が、お別れのごあいさ

つに来校されました。それぞれの先

生方から、行田中での思い出と近況

報告をお話しいただきました。 

 

【 コートを駆ける 】 ～ 北埼玉地区夏季体育大会 ～ 

 ５月７日・８日に行田市総合運動公園

において、女子テニスの北埼玉地区大会

が開催されました。他種目よりも１か月

以上早い開催でしたが、ゴールデンウィ

ーク中も練習に励み、すべての試合で善

戦することができました。 

 

【 新しい仲間との絆を深める 】 ～ １年生校外学習 ～ 

 ５月１３日に１年生が県立神川げんきプラザを利用して、アドベンチャー教育プログラムを体験してきまし

た。このプログラムは、仲間と力を合わせて目前の困難を解決しながら人の心を育てる学習体験です。グルー

プごとに与えられた課題に対して知恵を出し合いながら何度も何度も挑戦し、すべての課題を解決することが

できました。 

 
 

  
行 田 中 学 校 だ よ り 

学べ 鍛えろ 夢を持て 
第２号 令和元年５月２２日発行 

《 学校教育目標 》 

よく考え自ら学ぶ生徒 

誠実で情操豊かな生徒 

心も体もたくましい生徒 


